平成２２年度　第１回　ＮＰＯ活動交流センター運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日時：平成２２年１０月２５日（月）

時間：１８：００～２０：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：いわて県民情報交流センター（アイーナ）６階  団体活動室３

出席者名簿
	所属
	役職
	氏名
	出欠
	備考1
	備考2

	特定非営利活動法　緑の相談室
	事務局長
	武藤 喜治
	出
	委員
	　

	特定非営利活動法人アイディング
	代表理事
	藤枝 薫
	出
	委員
	　

	社団法人盛岡青年会議所
	(理事)
	藤原 英里
	出
	委員
	　

	２１世紀職業財団岩手事務所
	所長
	久保 協一
	出
	委員
	副委員長

	もりおかＮＰＯ連絡協議会
	会長
	浅沼 道成
	出
	委員
	委員長

	滝沢村住民協働部住民協働課
	総括主査
	藤野　明
	欠
	委員
	　

	盛岡広域振興局経営企画部企画推進課
	課長
	岩渕　謙悦
	出
	委員
	　

	盛岡市役所市民活動推進課
	主事
	伊藤　ひとみ
	欠
	委員
	　

	岩手県政策地域部NPO・文化国際課
	主任主査
	佐々木　誠
	欠
	オブザーバー
	　

	　
	主任
	中村　和也
	出
	オブザーバー
	　

	特定非営利活動法人風・波デザイン
	代表運営委員
	宮崎　道名
	出
	受託者
	　

	NPO活動交流センター
	センター長
	櫻井　久
	出
	受託者（事務局）
	　

	　
	副センター長
	大吹　哲也
	出
	受託者（事務局）
	　


１、開会
　○委員自己紹介

　○欠席は藤野明委員、伊藤ひとみ委員

２、設置要綱の制定ついて

　○設置要綱は平成２２年１０月２５日から施行することで一致

３、委員長･副委員長選出

　○委員長：浅沼 道成 氏

　○副委員長：久保 協一 氏
以上の２名が満場一致で選任された。

４、NPO活動交流センター業務内容・視察について
○業務内容を事務局より説明

　　・NPO活動交流センターについて（参考資料より説明）

・主な取り組みについて（４月～９月）（参考資料より説明）

・平成２２年度ＮＰＯ活動交流センター活動予定業務一覧・事業計画について

（参考資料より説明）
・登録団体一覧表について（参考資料より説明）

・いわてＮＰＯ中間支援ネットワーク会議について（参考資料より説明）

　・県民活動交流センター利用の手引きについて（参考資料より説明）

　○NPO活動交流センターの視察については、個々に行う。

５、NPO活動交流センターの第三者評価について

○浅沼委員長
お手元に評価項目と判断基準（案）があると思う。この会は、ここからどこかに判断・評価を依頼するのではなく、このメンバーで判断・評価・提言を行うことを確認する。
○宮崎（受託者：風･波デザイン）
これから色々な団体がＮＰＯ活動交流センターを運営していくと思う。ＮＰＯが苦しい中で、この施設がどうあるべきかというところまで踏み込められればと思う。
○藤枝委員
我々の法人は盛岡市からサンライフ盛岡の指定管理を受託しており、運営委員会も設置している。運営委員会の議題のためにまず、利用者からアンケートを取った。そのアンケートをたたき台として運営委員会で話し合いを進めている。

○浅沼委員長

今までの受託者から今年度から風･波デザインに運営が代わり約半年を経過した。その部分の評価に対しての評価と、このセンターそのもののありかた、それぞれどこまで求められているのか。県の判断はいかがか。
○中村（岩手県庁：オブザーバー）

県としては、今年度の風･波デザインの運営に対する評価をしていただければと思う。

○浅沼委員長

メインは風･波デザインの運営に対する評価、そしてＮＰＯ活動交流センターに対する要望をまとめるという形でいいのか。
○中村（岩手県庁：オブザーバー）

運営委員会で決まったことであれば、県としては、御提言として承る。
○武藤委員

私は評価といった場合は利用者の声が一番だと思う。私たちの団体も利用しているが、我々以外の団体がどう思っているかが重要だと思う。
○宮崎（受託者：風･波デザイン）
利用者であるが、具体的にこの場所を使う人だけでなく、行政職員や広域の人たちなど今まで声をかけていなかった人たちも利用者として見たいと思うが、その辺についてはどうか。

○浅沼委員長
すべてに対して評価をするのは難しいと思う。整理する必要がある。

○久保委員

理想とすれば、ＮＰＯ活動交流センターのあり方を議論したいという気持ちはある。しかし、それ以前に今お願いされているのは風･波デザインの運営が適正であるかを第三者の目で判断してほしいというのが県の求めるものだと思う。あと２回で今年度委員会としての結論を出すのであれば、まず風･波デザインの運営に対しての評価をしなければ進まない。ただしＮＰＯ活動交流センターのありかたについては無視できない。

○浅沼委員長
第２回運営委員会までに利用者の声を集計することでお願いしたい。また評価基準については仕様書に添って評価を行うこととする。提言に関してはプラスαとして委員会として出していければと思う。
○岩淵委員

アンケートは県と協議の上、作成願いたい。

○櫻井（事務局）

皆さんのお知恵を拝借して作成したい。

○浅沼委員長
評価項目は大項目として管理事業の「ＮＰＯに関する管理調整業務」「県民活動交流センター運営調整業務」と、「自主事業」の三つをＡＢＣで評価する。それに対する資料を事務局側には整えていただきたい。
○櫻井（事務局）
事業目標数値があるが、それに対しての評価でいいのか

○浅沼委員長

数字が設定されているものは、その数字をもとに評価してもらいたい。あとは数字に見えない部分をどこまで評価できるかだ。

○久保委員

評価は情報公開にも対応したものをお願いしたい。
○浅沼委員長

次の会議までに評価に対する資料、アンケートの結果を用意していただきたい。次の会議は出てきたものに対しての議論を行いたい。次回会議は１２月１７日とする。資料は事前にお願いしたい。
　

６、閉会
○以上をもって第一回ＮＰＯ活動交流センター運営委員会を閉会する。
